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宮陵会事務局 からのお知らせ

応援するチアリーディング部の学生

スタート時に集まった応援団

湖で泳ぐこと勿
なか

れ！

会長
久保　清治

　1970年夏、留学先に近いミシガン湖で泳い

だ時、私は溺死寸前の危ない体験をした。

　湖なので浮力が少ない、白波がかなり遠方ま

で漂っていることを承知で、少々自信のあった

私は、ガールフレンドの前でカッコ良く泳ぐ姿

を見せようと、颯
さっそう

爽とクロールで沖合に向かっ

た。白波が途切れなく続くことに気付いた私は、

ふと身の危険を感じ、引き返すことにした。だ

が、戻れない。岸に向って懸命に手足を振って

も、少ししか進まない。焦った、もがいた、疲

れてきた。水を飲んだり、足もつったりした。

　私は死を覚悟した。岸辺は見えたが、帰還を

諦め、ただただ浮いていた。私の目からは、涙

がボロボロ出た。「死んだらダメよ」と泣き叫

ぶ母の顔、兄弟・親類・友・田舎の風景などが

走馬灯のように浮かんでは消えた。湖での死体

はあがらない、との遠吠えも聞こえた。

　ふと気づくと、私の体は、岸に向かって左方

にゆっくりと流れていた。湖にも水流（潮流）

があったのだ。約 3時間後、私は幸運にも船着

き場に接近し、救助された。助かったのだ！

ちなみに、彼女からはキャンパスに戻ってから、

さりげなく「friend のままで」という連絡が

あった。

　それ以来きょうまで、私は海やプールに足を

踏み入れたことはない。

　愛しい後輩の学生諸君、「湖で泳ぐこと勿
なか

れ！｣

　
２
年
ぶ
り
の
出
場
と
な
っ
た
「
第
56
回
全

日
本
大
学
駅
伝
」。
宮
陵
会
か
ら
事
業
委
員

会
、
広
報
委
員
会
の
委
員
ら
が
応
援
に
向
か

い
ま
し
た
。
大
会
前
日
の
11
月
２
日
に
名
古

屋
入
り
。
現
地
で
は
愛
知
み
や
も
会
の
多

湖
秀
明
会
長
に
お
出
迎
え
い
た
だ
き
、
翌
日

の
応
援
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し

た
。
移
動
を
ど
う
確
実
か
つ
効
率
よ
く
行
う

か
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
前
日
の
雨
か
ら
一
転
の
快
晴
。

ス
タ
ー
ト
地
点
で
は
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

が
待
機
し
、
高
揚
感
と
華
や
か
な
雰
囲
気

を
演
出
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、少
し
残
念
だ
っ

た
の
は
神
大
の
の
ぼ
り
が
５
本
し
か
な
か
っ

た
こ
と
。
他
大
学
に
比
べ
る
と
若
干
さ
び
し

く
、
多
湖
会
長
も
「
大
学
に
は
も
う
少
し

の
ぼ
り
を
提
供
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
要

望
し
て
い
ま
し
た
。

　
号
砲
と
と
も
に
過
ぎ
去
っ
た
１
区
の
大
岩

連
選
手
の
背
中
を
見
届
け
、
次
に
向
か
う

応
援
場
所
は
６
区
の
津
市
駅
前
。
近
鉄
電

車
に
乗
る
と
、
同
じ
よ
う
に
追
い
か
け
る
他

大
学
の
父
母
ら
と
〝
呉
越
同
舟
〟
で
す
。

駅
か
ら
選
手
が
走
る
国
道
23
号
ま
で
は
２
、

３
分
の
至
近
距
離
で
す
。
先
頭
か
ら
離
れ

て
も
必
死
に
食
ら
い
つ
く
滝
本
朗
史
選
手
の

懸
命
の
走
り
に
声
援
を
送
る
と
、
す
ぐ
に
駅

に
戻
り
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
地
点
に
近
い
伊
勢
市
駅

に
向
か
い
ま
す
。
す
で
に
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
部
は
応
援
体
制
を
整
え
て
お
り
、
ア
ン

カ
ー
の
志
食
隆
希
選
手
を
最
高
の
声
援
で

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
２
週
間
前
は
、
季
節
外
れ
の

暑
さ
で
過
酷
な
レ
ー
ス
と
な
っ
た
箱
根
駅
伝

予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
選
手
た
ち
。
疲
れ

も
残
っ
て
い
る
は
ず
で
、
万
全
の
状
態
で
は

な
い
こ
と
は
素
人
で
も
想
像
で
き
ま
し
た
。

伊
勢
路
で
は
14
位
で
シ
ー
ド
権
は
獲
得
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
経
験
を
箱
根
駅

伝
に
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
広
報
委
員
会
副
委
員
長　

和
知
親
裕
）

全
日
本
駅
伝
の
沿
道
応
援
に
行
って
参
り
ま
し
た

駅
伝
応
援
記
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宮陵会事務局 からのお知らせ

■ ■ 訃報　謹んでお悔やみ申しあげます。訃報　謹んでお悔やみ申しあげます。
2024（令和6）年7月24日
渡辺範男様（昭46経）

前高知県宮陵会会長

 ◇ 会議予定
理事会　2025(令和7)年２月 1 日( 土 )
 3月 1 日 ( 土 )
 3月22日( 土 ) 予備日

 ◇ 年末年始休暇
2024( 令和 6) 年 12月 28日 ( 土 ) ～

2025( 令和 7) 年 1月 6日 ( 月 )
 ◇ 地域組織 新代表者紹介

佐賀県宮陵会 昭 56電 池上敏昭様
茅ヶ崎・寒川宮陵会 昭 42法 三留豊正様
写真研究部OB会 昭 48経 藤井　薫様
男子ラクロス部 OB 宮陵会 平  7 経 古川正知様
スケート部スピード部門OB・OG会 平 28人科 齋藤　悠様

宮 陵 会 事 務 局 か ら の お 知 ら せ  ◇ 事務局よりのお願い
【会費納入について】

宮陵会の安定的な運営のため、会費の納入をお願い致します。
会費が未納の場合は、会員資格が「普通会員」となり、代議
員となる資格がなくなる場合があります。

「会費納入について (お願い )」は、8月発送の『宮陵会報』
(No.118)とともに会員の皆さまにお届けしております。個々
人の納入金額等が明記されておりますので、いま一度ご確認
をお願い申し上げます。

【住所等の変更について】
登録されている氏名・住所・電話番号・勤務先などに変更が
あれば、ご連絡をお願い申し上げます。

①神奈川大学ホームページ
卒業生情報登録・変更のご案内
(https://www.kanagawa-u.ac.jp/
　　　alumni_menu/registration/) ⇒

② FAX 045-413-0791
③ E-mail　kyuryou-jimu@kanagawa-u.ac.jp
※登録いただきました情報につきましては、皆さまの個人情報

の重要性を深く認識し、個人情報保護方針に従い適正な
保護管理に努めています。題名「宮陵会館と前身の横濱専門學校当時の校門」

2024（令和 6）年11月制作　S8 号（変形）
　創立 100 周年記念シリーズ３。元巌松堂書店の角を
曲がり、斎藤洋服店を過ぎると卒業生設計の四層建築
の宮陵会館が見える。その坂道をたどると、90年前も
横濱専門學校の校門が学生を迎えていた。

渡邊恵子（1977 年法学部法律学科卒）

表紙のことば

神大フェスタとコラボし宮陵会館をPR神大フェスタとコラボし宮陵会館をPR
「宮陵会館って何？」。宮陵会館が完成して６
年になりますが、まだその存在は在校生、同窓生とも
に広くは知られていないようです。そんな宮陵会館に多
くの人に立ち寄ってもらうべく、交流企画委員会が中心
となり10月２６、２７日開催の「神大フェスタ」とコラボ
したイベントを実施しました。
　メンバーは数カ月前から準備を開始。会館を開放し
て全国各地の宮陵会のPRブースを出し、在校生に故
郷の宮陵会を知ってもらうきっかけにできないか、卒業
生の経営する企業や団体に出展してもらい商品の販売
をしてもらったらどうか、などのアイディアが出ました。
　しかし初めての企画のため、確実にできることから実
行しようと、委員会からの募集に応じた地域組織による
活動紹介をパネル展示しました。また企業からは商品
案内のパンフレットや試供品の提供もありました。学生
アルバイトも募集し、延べ１１人の学生に展示品並べ、
給茶、会館内での来場者への案内などを手伝ってもら
いました。
　フェスタ初日は会場を訪れる人は少なく、にぎわう
キャンパス内で告知チラシを配布。宮陵会理事も交代
で、会館前で呼び込みをしました。２日目は晴天の下、
パネルを屋外に展示した効果もあり、立ち寄った人は多
く、提供していただいたお茶を味わい、展示パネルに

足を止めて見入っていました。
　初めての試みではありましたが、この経験を生かし
て来年以降につなげていきたいと思います。なおご協
力いただいたのは、札幌、室蘭、三浦半島、藤沢、
町田、秦野市、静岡西部、愛知みやも会、鳥取伯耆
の各宮陵会と磯田園、丸京製菓、ファーストケミカル、
龍譚寺、春華堂、未来環境テクノロジー、神奈川大学
生活協同組合の企業や団体の皆さんです。ありがとうご
ざいました。� （宮陵会広報委員会副委員長　和知親裕）

神大フェスタ展示

神大フェスタ休憩の様子宮陵会館前の展示パネル

神大フェスタ 試供品
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神
大
音
楽
祭
を
セ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル
で
開

催
す
る
着
想
を
得
た
の
は
、
コ
ロ
ナ
蔓ま

ん

延え
ん

中
の
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
で
し
た
。
発

表
の
場
も
な
い
状
況
で
、
音
楽
祭
と
ス
ポ
ー

ツ
芸
術
の
灯
が
神
大
で
も
永
く
陰
っ
て
い
ま

し
た
。
「
彼
ら
に
発
表
の
場
を
設
け
た
い
」

「
観
客
は
卒
業
生
で
よ
い
で
は
な
い
か
」
。

ま
ず
は
準
備
に
半
年
か
け
ま
し
た
。
理
念

や
概
念
、
企
画
書
、
手
順
書
が
出
来
た
の

は
翌
23
年
で
し
た
。
演
歌
の
よ
う
で
す
が
、

そ
れ
が
苦
労
の
始
ま
り
で
し
た
。

　
そ
も
そ
も
埼
玉
県
宮
陵
会
が
音
楽
祭
を

企
画
、
開
催
す
る
こ
と
自
体
の
説
明
が
厄

介
で
し
た
。
役
員
会
の
承
認
、
予
算
監
理
、

出
演
オ
フ
ァ
ー
、
日
程
調
整
、
ど
れ
も
初

め
て
の
経
験
で
苦
労
の
連
続
で
し
た
。
幸

い
に
役
員
会
は
暖
か
く
、
し
か
も
冷
静
に

受
け
止
め
ま
し
た
。
第
一
の
関
門
は
、
音

楽
祭
開
催
時
期
で
し
た
。
７
つ
の
団
体
の

出
演
日
時
が
ぴ
た
り
と
合
う
ま
で
に
、
2

カ
月
半
か
か
り
ま
し
た
。
次
は
来
場
者
の

予
測
で
し
た
。
過
去
の
経
験
値
が
な
い
の

で
、
十
人
か
千
人
か
も
分
か
り
か
ね
ま
し

た
。
定
員
以
上
の
来
場
を
随
分
心
配
し
ま

し
た
。
「
そ
ん
な
に
来
な
い
よ
」
「
来
た

ら
ど
う
す
る
」
の
応
酬
の
毎
日
で
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
結
果
は
、
常
時
２
０
０
人

と
い
う
入
場
者
数
で
し
た
。

　
司
会
者
の
招

し
ょ
う

聘へ
い

も
難
航
し
ま
し
た
。
神

大
放
送
研
究
会
へ
オ
フ
ァ
ー
し
ま
し
た
が
一

蹴
さ
れ
ま
し
た
。
困
っ
た
時
の
宮
陵
会
。

宮
陵
会
理
事
の
庄
子
さ
ち
子
さ
ん
（
昭
和

54
年
法
律
卒
）
に
司
会
を
快
く
引
き
受
け

て
い
た
だ
き
、
本
当
に
助
か
ま
し
た
。
細

か
く
言
え
ば
、
制
作
過
程
は
ほ
ぼ
苦
労
話

で
す
。
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
制
作
、
定
例
会
議
、
進
捗
監
理
、
予
算

管
理
、
極
め
つ
き
は
音
楽
祭
開
催
10
日
前

に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
思
っ
て
い
た
舞
台
監
督
が

戦
場
放
棄
す
る
な
ど
、
「
参
っ
た
な
あ
」

が
続
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
で
す
。
そ
の
こ
と
で
監
督
の
代

わ
り
に
自
分
が
出
演
者
と
の
窓
口
に
な
っ
て

分
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
出
演
者
の
学
生

た
ち
が
こ
の
音
楽
祭
を
本
気
で
取
り
組
み
、

夜
遅
く
ま
で
練
習
を
重
ね
て
い
た
こ
と
を
、

そ
の
時
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
ど
の
参
加

団
体
も
同
じ
で
し
た
。
自
分
の
浅
は
か
さ

を
恥
じ
ま
し
た
。
た
っ
た
30
分
の
出
番
に

練
習
な
ど
し
な
い
だ
ろ
う
と
誠
に
失
礼
千

万
な
考
え
で
し
た
。
そ
の
あ
と
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
見
せ
て
い
た

だ
き
、
そ
の
熱
意
に
わ
が
年
齢
で
涙
ぐ
ん

だ
こ
と
を
白
状
し
ま
す
。

　
学
生
の
本
気
は
絶
大
な
力
に
な
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。
世
代
間
交
流
と
い
う

今
回
の
理
念
が
学
生
の
方
か
ら
私
に
迫
っ
て

来
ま
し
た
。
無
論
い
ぶ
し
銀
の
先
輩
た
ち

の
歌
声
や
演
奏
は
、
わ
れ
わ
れ
同
年
輩
の

心
を
ほ
ぐ
す
よ
う
な
安
心
感
で
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
脇
で
観
客
の
卒
業
生
の
拍
手
を
聴

く
に
つ
け
、
「
や
っ
て
き
て
本
当
に
よ
か
っ

た
」
と
実
感
し
ま
し
た
。
「
ひ
ょ
っ
と
し

て
今
後
音
楽
祭
企
画
が
癖
に
な
ら
ね
ば
よ

い
が
…
、
あ
ぶ
な
い
、
あ
ぶ
な
い
」
と
思

う
翌
10
月
7
日
で
し
た
。

あいさつする小熊誠神奈川大学学長（左）・
久保清治宮陵会会長（右）

インタビューする司会の庄子さち子さん

ギターアンサンブル部の皆さん

フロイデコール・レジェンド宮陵会の皆さん

管弦楽団の皆さん

チアリーディング部 Wing の皆さん

カレッヂ・サウンド・オーケストラの皆さん （横浜・みなとみらい）軽音楽部の皆さん

マンドリン・アンサンブルの皆さん 軽音楽部 OB 新川ラブセブンの皆さん

初
の
「
神
奈
川
大
学
音
楽
祭
in
セ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル
」
を
終
え
て

神
奈
川
大
学
埼
玉
県
宮
陵
会
事
務
局
長　

石
田　

博
英　
（
１
９
７
２（
昭
和
47
）
年　

経
済
学
部
貿
易
学
科
卒
業
）
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函
館
宮
陵
会
第
67
回
定
期
総
会
は
10
月

12
日
（
土
）
、
「
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
な

が
ま
れ
号
」
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
実
施
し

ま
し
た
。

　
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
は
２
０
１
６
年
の
北

海
道
新
幹
線
の
開
業
時
、
並
行
在
来
線
と

し
て
廃
止
に
な
っ
た
函
館
駅
～
木
古
内
駅
間

（
約
40
㌔
）
路
線
を
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式

で
引
き
継
い
だ
鉄
道
会
社
で
、
神
大
Ｏ
Ｂ

の
川
越
英
雄
さ
ん
（
昭
和
55
年
法
律
卒
）

が
社
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
。

　
開
催
当
日
は
、
函
館
駅
構
内
の
団
体
改

札
口
に
箱
根
駅
伝
で
使
わ
れ
る
「
神
大
の
ぼ

り
」
を
掲
げ
て
受
付
を
設
置
し
、
来
賓
の

明
比
卓
神
奈
川
大
学
理
事
長
付
審
議
役
と

原
柳
作
宮
陵
会
副
会
長
を
含
め
20
名
の
参

加
者
が
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
服
装
で
集
合
し
、
2

番
ホ
ー
ム
で
記
念
撮
影
を
し
た
後
、
15
時
50

分
発
の
「
函
館
宮
陵
会
な
が
ま
れ
号
」
に

乗
車
し
ま
し
た
。

　
車
窓
か
ら
綺
麗
な
景
色
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
「
矢
不
来
停
車
場
」
に
45
分
間

停
車
。
総
会
は
杉
崎
和
紀
会
長
（
昭
和
46

年
経
済
卒
）
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
提

案
さ
れ
た
議
案
を
承
認
し
た
後
、
来
賓
の

二
人
か
ら
は
大
学
の
現
況
や
宮
陵
会
活

動
報
告
を
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
終
点

の
木
古
内
駅
へ
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

　
車
内
で
歓
談
し
て
い

る
う
ち
に
木
古
内
駅
に

到
着
。
駅
で
は
、
お
そ

ろ
い
の
赤
い
法
被
を
着
た

木
古
内
町
観
光
協
会
の

皆
さ
ん
の
歓
迎
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
中
に
神

大
Ｏ
Ｇ
の
池
内
文
映
さ
ん

（
平
成
30
年
ス
ペ
イ
ン
語

卒
）
が
お
り
、
彼
女
か

ら
は
来
年
の
総
会
に
参

加
す
る
旨
の
申
し
出
が

あ
り
ま
し
た
。
函
館
宮
陵
会
に
新
し
い
風

が
吹
き
込
ん
で
く
る
よ
う
な
希
望
を
感

じ
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
木
古
内
駅
で
は
隣
接
す
る
「
道
の
駅
・

み
そ
ぎ
の
郷
き
こ
な
い
」
で
郷
土
土
産
な

ど
購
入
し
、
18
時
32
分
に
木
古
内
駅
か
ら

折
り
返
し
ま
し
た
。
吉
野
谷
直
広
副
会
長

（
昭
和
48
年
経
済
卒
）
の
乾
杯
の
音
頭
で

懇
親
会
が
始
ま
り
、
か
な
り
ア
ル
コ
ー
ル

が
入
っ
た
と
こ
ろ
で
出
席
者
か
ら
は
近
況

報
告
や
提
案
な
ど
も
出
て
、
今
後
の
函
館

◎
臨
時
列
車
を
貸
し
切
っ
た
総
会
は
全
国
的
に
み
て
も
珍
し
い
と
思
い
、
函
館
宮
陵
会
の
今
年
度
の
様
子
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
編
集
部
）

宮
陵
会
が
盛
り
上
が
る
こ
と
を
確
信
し
ま

し
た
。
な
か
で
も
、
函
館
山
頂
上
展
望
レ

ス
ト
ラ
ン
を
利
用
す
る
案
な
ど
「
一
人
で

も
多
く
の
同
窓
生
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
」
運
営
に
向
け
、
参
考
と
な
る
声
が
多

く
あ
が
り
ま
し
た
。

　
函
館
市
街
地
の
夜
景
と
漁
火
が
見
ら
れ

る
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
列
車
内
の
ラ
イ
ト
を

全
部
落
と
し
、
感
激
の
一
瞬
と
な
り
ま
し

た
。
盛
会
の
う
ち
に
前
会
長
の
宮
崎
高
志

顧
問
（
昭
和
45
年
貿
易
卒
）
の
一
本
締
め

で
懇
親
会
は
閉
会
。
終
点
の
一
駅
手
前
「
五

稜
郭
駅
」
通
過
時
、
神
大
校
歌
を
斉
唱
し
、

函
館
駅
に
到
着
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
天
候
に
恵
ま
れ
る
と
と
も
に
多

く
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
思
い
出
に
残
る
楽
し
い
同
窓
会
で
あ
っ

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

チャーターした臨時電車「ながまれ号」

参加者全員が車内で記念撮影

木古内町公式キャラクター「キーコ」と（左端が筆者）

矢不来信号場から眺めた函館山

集合場所として改札口に掲げた「神大のぼり」

臨
時
列
車
を
貸
し
切
っ
て
総
会
を
開
催

函
館
宮
陵
会
事
務
局
長　

髙
森
秀
雄
（
平
成
１
年
第
二
経
済
学
部
貿
易
学
科
卒
業
）
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北
海
道
北
斗
市
　
品
川
　
悦
也（
79
歳
）

「
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
集
シ
ス
テ
ム
」の

特
許
を
取
得

　
十
数
年
前
に
あ
る
書
物
で
、
人
類
が
１

年
間
で
使
う
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
太
陽
が

地
球
を
照
ら
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
１
時
間
分
よ

り
も
少
な
い
と
の
記
述
を
見
て
、
太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
漠
然
と
太

陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
が
出
来
な
い
も

の
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
思
い
つ

い
た
の
が
形
状
記
憶
合
金
と
の
コ
ラ
ボ
で
し

た
。
太
陽
熱
と
形
状
記
憶
合
金
の
復
元
力

で
、
無
動
力
で
物
体
を
動
か
す
こ
と
が
出

来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
今
回
取
得
で
き
た
特
許
の
名
称
は
「
太

陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
集
シ
ス
テ
ム
（
特
許
番
号

第
７
５
３
２
６
９
５
号
）」で
す
。内
容
は
「
無

動
力
で
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
角
度
変
更

お
よ
び
冷
却
シ
ス
テ
ム
」
で
す
。
す
な
わ

ち
太
陽
高
度
（
仰
角
）
45
度
以
下
の
時
は
パ

ネ
ル
の
角
度
を
地
面
に
対
し
て
45
度
前
後

（
設
置
す
る
場
所
の
緯
度
に
よ
っ
て
異
な
る
）

に
設
定
し
、
太
陽
高
度
が
45
度

以
上
に
な
る
と
パ
ネ
ル
の
角
度
を

20
度
前
後
と
な
る
よ
う
に
設
定

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
太
陽

高
度
が
朝
夕
の
低
い
と
き
、
ま

た
は
日
中
の
高
い
時
で
も
パ
ネ
ル

しながわ・えつや
1945（昭和20）年1月、
北海道北斗市生まれ。
70（昭和45）年神奈川大
学経済学部経済学科卒
業。82（昭和57）年（株）
土屋ホーム（ 北海道 ）
入社、91（平成３）年同
社退社。現在無職。

の
角
度
が
変
化
し
て
、
パ
ネ
ル
の
表
面
は
直

射
日
光
を
受
け
や
す
い
状
態
を
保
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
パ
ネ
ル
の
冷
却
（
パ
ネ
ル
の
表
面
温
度

25
℃
を
基
準
に
し
て
、
温
度
が
１
度
上
が

る
ご
と
に
発
電
能
力
が
0.4
～
0.5
％
落
ち

る
）
に
は
水
の
気
化
熱
を
利
用
し
ま
す
。

パ
ネ
ル
の
角
度
を
変
更
す
る
と
き
に
は
、
こ

の
水
の
重
さ
の
移
動
を
利
用
し
ま
す
（
晴

天
時
の
１
日
の
水
使
用
量
は
15
～
２０
㍑
）
。

こ
の
水
の
量
や
回
数
を
制
限
す
る
た
め
に
、

上
記
の
太
陽
熱
と
形
状
記
憶
合
金
を
利
用

し
ま
す
。

　
今
、
私
は
こ
の
技
術
を
広
め
た
く
、
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
っ
て
頂
け
る
企
業
を
探
し
て

い
ま
す
。
こ
の
技
術
に
ご
興
味
の
お
あ
り
の

方
は
、
私
の
メ
ー
ル
に
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
解
説
図
面
を
お
送
り
い
た
し
ま
す

▼sh
in
a
.etsu

@
g
m
a
il.com

謹

　
　
　告

　本
会
は
、
地
域
組
織
の
活
動
を
支
援
す
る
一
環
と
し
て
、
神
奈
川
大
学
か
ら
地
域
組
織
管
内
に
住
所
が
あ
る
卒

業
生
情
報
の
提
供
を
受
け
、
そ
れ
ら
を
「
地
域
組
織
総
会
及
び
各
種
イ
ベン
ト
案
内
状
配
布
以
外
に
は
使
用
し
な

い
」、「
会
員
情
報
（
名
簿
・
ラ
ベル
）
は
責
任
を
も
って
管
理
す
る
」
こ
と
を
条
件
に
地
域
組
織
に
提
供
し
、
会
長

名
で
「
名
簿
の
使
用
に
際
し
て
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
十
分
に
配
慮
し
、
地
域
組
織
活
動
以
外
に
は

使
用
し
な
い
よ
う
」
依
頼
し
、「
名
簿
管
理
は
地
域
組
織
の
会
長
が
責
任
者
と
な
る
よ
う
」
通
知
し
て
い
ま
す
。
し

か
る
に
、
こ
の
度
、
卒
業
生
名
簿
が
当
会
活
動
と
全
く
関
係
が
な
い
、
選
挙
で
投
票
を
求
め
る
葉
書
の
宛
名
書
に

利
用
さ
れ
、
数
名
の
会
員
に
発
送
す
る
と
の
事
故
が
生
じ
ま
し
た
。
誠
に
遺
憾
な
事
態
で
あ
り
、
名
簿
を
利
用
さ

れ
た
会
員
の
皆
様
や
、
神
奈
川
大
学
な
ど
関
係
者
各
位
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
会
は
、
当
該
地
域

組
織
に
対
し
て
厳
重
に
注
意
し
、
そ
の
行
為
者
に
対
し
然
る
べ
き
処
分
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
行
為
者
は
本
会

の
会
員
に
つ
き
、
本
会
の
目
的
な
ど
に
照
ら
し
、
然
る
べ
き
処
置
を
し
ま
し
た
。

　同
意
を
受
け
て
提
供
を
受
け
た
個
人
情
報
は
、
同
意
さ
れ
た
使
用
目
的
以
外
に
使
用
す
る
に
際
し
て
は
事
前
に

本
人
の
同
意
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
怠
っ
た
場
合
、
個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

個
人
情
報
は
、
同
意
を
い
た
だ
い
た
範
囲
を
超
え
て
使
用
で
き
な
い
こ
と
を
本
会
並
び
に
地
域
組
織
に
お
い
て
再
確

認
し
、
再
発
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　各
地
域
組
織
に
お
か
れ
て
は
、
個
人
情
報
の
重
要
性
を
理
解
さ
れ
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
厳
重
に
管
理
し
、
目

的
外
に
使
用
さ
れ
た
り
、
漏
洩
等
の
事
故
が
生
じ
な
い
よ
う
対
策
を
徹
底
さ
れ
る
よ
う
要
請
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
　会
長
　久
保  

清
治

■
漫
画
研
究
部

　
１
９
６
９（
昭
和
44 

）年
に
始
ま
っ
た
漫
画
研
究
会
は
「
六
角
橋
コ
ミ
ッ
ク
」
や
「
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
」
な
ど

の
部
誌
を
制
作
す
る
こ
と
を
第
一
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
漫
画
研
究
部
に
な
っ
て
も
同
じ
で
す
。
コ
ロ
ナ
に

よ
る
活
動
縮
小
を
乗
り
越
え
、
時
代
は
変
わ
れ
ど
も
漫
研
は
漫
研
ら
し
く
活
動
中
。
現
在
の
活
動
は
Ｘ（
旧

Tw
itter

）
やInstagram

の
公
式
カ
ウ
ン
ト
で
確
認
出
来
ま
す
。

　
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
神
大
フ
ェ
ス
タ
な
ど
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
予
定
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
過
去
の
部
誌
の
寄
贈
も
募
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
。

ま
た
、
過
去
の
部
誌
の
寄
贈
も
募
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
。

■
藤
沢
宮
陵
会

　
藤
沢
宮
陵
会
は
、
１
月
２
、３
日
の
箱
根
駅
伝
応
援
を
藤
沢
市
の
遊
行
寺
前
で
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
藤
沢
宮
陵
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://kyuryou-soshiki.kanagaw
a-u.ac.jp/fujisaw

a/

■
神
奈
川
大
学
か
ら

　
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
『G

iving Cam
paign 2024

』
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
10
月
11
日（
金
）～
20
日
（
日
）　
１
０
０
大
学
が
参
加
し
ま
し
た
。
神
奈
川
大
学
の
応
援
参
加
者
は
３
、

６
３
７
人
（
48
番
目
）、
創
出
寄
付
金
は
１
、６
８
２
、２
７
７
円
（
17
番
目
）
で
し
た

▽G
ivingCam

paign2024

全
国
ボ
ー
ド
（
参
加
大
学
の
状
況
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

https://2024.giving-cam
paign.jp/stats

▽
神
奈
川
大
学
内
ラ
ン
キ
ン
グ
（
本
学
参
加
団
体
の
応
援
数
を
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
）

https://kanagaw
a-u.2024.giving-cam

paign.jp/ranking

漫画研究部 QR

Ｘ（エックス）QR

Instagram QR

宮

陵

会

掲

示

板
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89
年
（
平
成
元
年
）
は
新
入
生
だ
け
の

贅ぜ
い

沢た
く

な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
し
た
。
北
に
は
丹
沢

の
山
々
を
従
え
た
大
山
が
鎮
座
し
、
西
を

仰
げ
ば
朝
夕
の
光
を
浴
び
た
富
士
山
が
そ

び
え
て
い
ま
す
。
金か

な

目め

川が
わ

か
ら
望
む
平
塚

市
土
屋
の
風
景
は
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
る
川

の
音
と
雪
化
粧
の
富
士
が
美
し
く
、
川
沿

い
を
走
る
道
路
は
朝
も
や
を
立
ち
こ
め
て
、

秦は
だ

野の

に
向
か
っ
て
な
だ
ら
か
に
伸
び
て
い
ま

し
た
。

　
金
目
川
は
上
流
で
水み

ず

無な
し

川が
わ

に
名
前
を
変

え
て
、
登
山
道
近
く
に
至
っ
て
沢
へ
と
姿
を

変
え
ま
す
。
沢
を
登
り
切
る
と
そ
こ
は
丹

沢
の
表
尾
根
、
そ
の
す
ぐ
先
が
塔と

う
の
だ
け

ノ
岳
で

す
。
表
尾
根
か
ら
望
む
湘
南
の
海
は
絶
景

で
、
眼
下
に
は

丹
沢
前
衛
の
山

す
そ
と
市
街

地
が
広
が
り
、

中
腹
に
は
白
亜

の
平
塚
校
舎
が

望
め
ま
す
。
学

生
時
代
は
、
畏

友
の
故
小
峰

啓け
い

く
ん
（
理

学
部
の
一
期
生
）

活躍する卒業生

久
留
米
大
学
経
済
学
部
教
授
　
川
野
　
祐
二（
54
歳
）

憧
憬
の
平
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
と
三
十
五
年
の
夢

かわの・ゆうじ
93（平成5）年経営学部卒（平
塚キャンパス一期生）、01 年
経営学研究科満期退学。89
年テクノ企画、97年トヨタ財
団、助成財団センター、科学
技術振興事業団などを経て、
東海大、筑波女子大、立命館
大、産能大、獨協大、九州大、
熊本県立大などで講師。05
年千里金蘭大学専任講師、08
年下関市立大学准教授、13年
同教授、24年4月より現職。

松浦春樹先生を囲んで演習中。左から筆者、松浦先生、阿部憲之くん、山本直孝くん
（八王子 2024年撮影）

教え子からの卒業記念品（下関市立大学 2018年撮影）

丹沢で嬉しそうな小峰啓くん
（ユーシンロッジ 2005年撮影）

と
幾
度
も
丹
沢
山
塊
を
登
り
ま
し
た
。
相

模
湾
を
一
望
す
る
と
き
の
彼
の
う
れ
し
そ

う
な
横
顔
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
「
せ
っ

か
く
登
っ
た
の
に
よ
ー
、
下
り
な
き
ゃ
な

ら
な
い
か
ら
な
ー
」
と
つ
ぶ
や
く
あ
の
声

が
、
あ
の
笑
顔
と
と
も
に
今
も
聞
こ
え
て

く
る
気
が
し
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
の
周
囲
は
自
然
以
外
に
何
も

な
く
、
喫
茶
店
代
わ
り
と
ば
か
り
に
研
究

室
の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
し
て
回
り
ま
し
た
。

先
生
方
は
い
つ
も
ウ
ェ
ル
カ
ム
で
、
ど
の
部

屋
に
も
学
生
が
た
む
ろ
し
て
い
ま
し
た
。

ゼ
ミ
の
神
大
と
は
よ
く
い
っ
た
も
の
で
す
。

学
生
に
慕
わ
れ
る
先
生
が
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
。
私
は
1
年
次
の

基
礎
ゼ
ミ
で
松
浦
春
樹
先
生
の
教
え
を
受

け
ま
し
た
。
爾じ

来ら
い

35
年
、
同
期
入
学
の

山
本
直
孝
く
ん
と
阿
部
憲
之
く
ん
と
と
も

に
先
生
を
慕
い
、
今
な
お
年
一
回
の
ペ
ー

ス
で
演
習
を
開
講
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

（
ビ
ー
ル
付
き
で
す
が
）
。

　
大
学
3
年
次
に
は
尊
敬
す
る
故
箕
輪
成し

げ

男お

先
生
の
指
導
を
仰
ぎ
、
そ
の
ご
助
言
に

従
っ
て
大
学
院
に
進
み
ま
し
た
。
院
で
は

生
涯
の
恩
師
と
な
る
故
中
山
茂
先
生
に
師

事
し
、
私
は
学
究
の
徒と

と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
お
恥
ず
か
し
い
こ
と
な
が
ら
、
当
時

の
私
は
か
な
り
の
苦
学
生
の
う
え
に
世
間

知
ら
ず
で
、
大
学
院
は
お
ろ
か
学
部
の
卒

業
す
ら
危
う
い
有
様
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
そ
れ
で
も
投
げ
出
さ
ず
に
粘
っ
て
い

る
と
僥

ぎ
ょ
う

倖こ
う

の
訪
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

心
中
に
喜
び
を
含
ん
で
励
む
こ
と
で
何
か

が
起
こ
る
の
で
す
。
結
局
多
く
の
人
に
助

け
ら
れ
た
の
で
す
か
ら
感
謝
の
他
に
言
葉

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
三
十
五
年
は
一
炊
の
夢
。
け
れ
ど
私
は

平
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
で
蒙も

う

を
啓ひ
ら

き
、
神
大
恩

師
の
薫
陶
を
受
け
て
今
日
が
あ
る
身
で

す
。
だ
か
ら
平
成
元
年
の
春
、
「
一
期
生

仕事中の筆者
（久留米大学2024年撮影）

の
君
た
ち
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
を
つ
く
る

の
だ
」
と
言
わ
れ
た
そ
の
日
か
ら
、
あ
の

頃
の
ま
ま
、
胸
中
に
存
す
る
憧
憬
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
学
び
続
け
る
、
夢
覚
め
や
ら
ぬ

大
学
35
年
生
の
気
分
で
い
ま
す
。
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エ
イ
ベッ
ク
ス
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社 

社
員  

大
貫
　
美
波（
25
歳
）

「
スマ
ホ
４
台
持
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
…
何
を
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
か
？
」

おおぬき・みなみ
1999（平成11）年、神奈川県
横浜市生まれ。2021（令和３）
年エイベックス・エンタテイ
ンメントビジネスマスターに
入学し、22 年にエイベックス・
マネジメントと業務委託契約
を締結。同年神奈川大学経
済学部経済学科卒業。23年
エイベックス・マネジメントに
入社し、現在に至る。

　
私
は
初
対
面
の
人
に
よ
く
「
ス
マ
ホ
４

台
持
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
…
何
を
さ
れ
て
い

る
ん
で
す
か
？
」
と
驚
か
れ
ま
す
。
使
い

分
け
は
、i
P
h
o
n
e
11
p
r
o
が
私
用
、

i
P
h
o
n
e
S
E
、i
P
h
o
n
e
14
p
r
o
、

i
P
h
o
n
e
16
p
r
o
が
社
用
で
す
。
な
ぜ

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
社
用
携
帯
を
持
ち
歩
い

て
い
る
か
と
い
う
と
、
S
N
S
運
用
を
仕

事
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
私
は
学
生
時
代
か
ら
S
N
S
が
大
好
き

で
、
い
わ
ゆ
る
ミ
ー
ハ
ー
な
性
格
で
し
た
。

イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
カ
フ
ェ
を
探
し
た
り
、

T
i
k
T
o
k
で
流は

行や

り
の
ダ
ン
ス
動
画

を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、

S
N
S
が
仕
事
に
繋つ

な

が
る
と
は
全
く
思
っ

て
お
ら
ず
、
た
だ
好
き
で
暇
潰つ

ぶ

し
で
見
て

い
ま
し
た
。

　
大
学
4
年
で
内
定
先
が
決
ま
っ
た
タ
イ

ミ
ン
グ
で
「
エ
イ
ベ
ッ
ク
ス
・
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ス
タ
ー
（
略
Ｅ
Ｂ
）
」
に
通
い
始
め

ま
し
た
。
金
融
機
関
に
就
職
が
決
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
エ
ン
タ

メ
業
界
に
勤
め
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
捨
て
切
れ
ず
、
通
い
始
め
ま
し
た
。

Ｅ
Ｂ
で
は
Ｅ
Ｂ
の
S
N
S
運
用
を
担

当
し
、
こ
れ
が
私
の
人
生
の
転
機
と

な
り
ま
し
た
。

　
I
n
s
t
a
g
r
a
m
や
T
i
k

T
o
k
で
Ｅ
Ｂ
の
魅
力
を
発
信
す
る

こ
と
が
課
題
と
さ
れ
、
チ
ー
ム
の
リ
ー

ダ
ー
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
〈
Ｅ
Ｂ
ス

タ
ッ
フ
に
任
命
理
由
を
聞
き
ま
し
た

が
勘
だ
っ
た
そ
う
で
す
（
笑
）
〉
運
用

内
容
と
し
て
は
、
投
稿
案
を
考
え
、

画
像
の
制
作
や
動
画
編
集
を
し
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
素
人
な
の
で
最
初
は
探
り

探
り
で
す
。
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
増
や
す
た
め

の
戦
略
や
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
に
つ

い
て
も
分
析
を
行
い
ま
し
た
。
や
っ
て
い
く

う
ち
に
形
に
な
り
、
T
i
k
T
o
k
で
バ

ズ
り
、
そ
の
結
果
が
社
内
に
広
が
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
私
の

取
り
組
み
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
S
N
S
運
用
を
や
っ
て
み
な
い

か
と
声
が
か
か
り
ま
し
た
。
現
在
、
2
組

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
S
N
S
運
用
・
新
人

の
S
N
S
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
働
い
て

い
ま
す
。

　
「
好
き
」
を
仕
事
に
し
て
い
る
の
で
、

毎
日
が
と
て
も
楽
し
く
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。
自
分
が
考
え
た
企
画
や
制
作

し
た
動
画
が
バ
ズ
っ
た
時
、
友
達
の

T
i
k
T
o
k
の
お
す
す
め
に
出
て
き
た

時
に
、
達
成
感
を
味
わ
い
ま
す
。
そ
ん
な

私
の
次
の
目
標
は
自
分
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
育

て
る
こ
と
で
す
。
将
来
的
に
は
、
S
N
S

を
通
じ
て
新
し
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
発
掘

し
、
手
掛
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
分
自
身
が
影
響

力
を
持
ち
、
信
頼
さ
れ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
、

活躍する卒業生

こ
れ
を
読
ん
で
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
た

方
が
い
ま
し
た
ら
I
n
s
t
a
g
r
a
m

（
@
m
in
am
i_
0510_
）
に
ぜ
ひ
遊
び
に
き

て
く
だ
さ
い
！

マークとの記念写真

社内での打ち合わせ

Instagram
QRコード
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皆
さ
ま
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

宮陵会広報委員会では、『宮陵会報』（年2 回、住所の
分かる卒業生全員）や『宮陵』（年1回会費を納入されて
いる卒業生全員）の発行を行っております。
昨今あらゆる業界でコスト面への影響が懸念されています。
そこで、少しでも諸経費の削減ができないかを検討
するため、アンケートを実施することにしました。
次のいずれかの方法でご回答くださるようお願い申し
上げます。

ご
意
見
、

お
ま
ち
し
て
い
ま
す

▽回答期限
　2025年 1月 31日 ( 金 )　
▽回答方法
① WEBフォーム
 ( https://forms.gle/mCFcmQDoJMXhQZ7R9 )
② E-mail ( kyuryou-kohou@kanagawa-u.ac.jp )
③ FAX  045-413-0791
④ はがき　〒221-0802 横浜市神奈川区六角橋 3-27-１

　　　　　　　神奈川大学宮陵会広報委員会アンケート係

１．広報誌を宮陵会のホームページから
閲覧できることをご存知でしたか。
①ホームページで見たことがある。
②知っていたが見たことはない。
③知らなかった。

2．広報誌の閲覧について。
①ホームページから
   ダウンロードする。
②郵送を希望する。
③その他。

3．あなたの年代を教えてください。
①20代　②30代　③40代　
④50代　⑤60代　⑥70代
⑦80代以上

回答フォーム
QRコード

宮陵会オリジナル商品の販売

●剣幅９cm×長さ146cm　100% シルク

●１本税込 3,900円（配送費別）。
　まとめ買いもできます。
　価格は 3,900円×注文本数。

●配送費の目安
　レターパックライト 430円
　レターパックプラス 600円

● 88cm×88cm
　100%シルク・12匁

● 1枚税込 7,000円
　（配送費別）
　まとめ買いもできます。
　価格は 7,000円×注文枚数。

●配送費の目安
　1,200円〜 1,700円

注文方法と商品の発送について
▼お届け先

▼ご連絡
　①生協より金額確定のご連絡をします。
　②商品の到着をお待ちください。

▼注文FAX 送信先

045-345-4867
　上記必要な項目を FAX でお送りください。

▼お問い合わせ
神奈川大学生活協同組合
〒 221-0802　横浜市神奈川区六角橋 4-7-3

℡ 045-481-5681　担当 コサカ

お 名 前

ご 住 所

FAX 番 号

ご 連 絡 先

メ ー ル
ア ド レ ス
お 支 払 い
方 法

ご希望商品

フリガナ

〒□□□ - □□□□

KUロゴ入り

ご 希 望
本（枚）数

絵・渡邊恵子（1977年法律卒）

①ネクタイ

②スカーフ
（残14枚）

プラウドブルー
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趣
味
の
写
真
撮
影
は
、

始
め
て
か
ら
20
数
年
。
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
と
言
っ
て
い

い
。
こ
の
２
つ
の
作
品
は
、

六
本
木
の
富
士
フ
イ
ル
ム

フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
東
京
で
今

年
９
月
、
所
属
す
る
「
四

季
会
」
第
36
回
写
真
展

「
四
季
彩
美
」
に
出
品
し

た
も
の
。
四
季
会
は
創
立

以
来
、
銀
塩
フ
ィ
ル
ム
に

こ
だ
わ
り
、
自
然
を
対
象

に
、
自
然
の
奏
で
る
一
瞬

の
表
情
を
表
現
し
た
作
品

づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。

　
一
つ
は
、
20
年
近
く
通

う
長
野
県
大
鹿
村
で
昨
年

撮
影
し
た
全
紙
サ
イ
ズ

で
、
夜
明
け
に
峡
谷
を
バ
ッ

ク
に
朝
日
の
輝
く
紅
葉
を

明
る
く
鮮
や
か
に
撮
影
。

も
う
一
つ
は
、
北
海
道
美

瑛
市
で
本
年
１
月
、
マ
イ

ナ
ス
20
度
の
厳
寒
の
十
勝

岳
に
朝
日
が
差
し
た
模
様

を
全
倍
サ
イ
ズ
で
バ
ラ
ン

ス
よ
く
撮
影
し
た
も
の
。

　
神
々
し
い
朝
日
の
営
み

は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

文・撮影／武笠健次（昭和41年法律卒）

Kyu-Ryo photo gallery
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活躍する卒業生

神
奈
川
大
学
国
際
日
本
学
部
教
授
　
後
田
多
　
敦（
62
歳
）

母
校
、
そ
し
て
母
港
と
し
て
の
神
奈
川
大
学

しいただ・あつし
1962（昭和37）年沖縄県生ま
れ。1986（昭和61）年法学部
法律学科卒業。新聞社勤務
などを経て、2015（平成 27）
年に神奈川大学外国語学部
国際交流学科に着任。現在
国際日本学部歴史民俗学科
所属。

　
神
奈
川
大
学
に
は
現
在
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
遠
景
と
な
っ
た
学
生
時

代
と
現
在
と
が
重
層
的
に
重
な
っ
て
い
る
。

神
奈
川
大
学
法
学
部
に
入
学
し
た
の
は

１
９
８
２
（
昭
和
57
）
年
。
学
生
運
動
の

残
照
と
で
も
い
っ
て
い
い
の
か
、
そ
ん
な
雰

囲
気
が
残
る
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
っ
た
。
卒
業
し

地
元
沖
縄
に
戻
り
、
新
聞
社
で
記
者
を
し

た
後
、
２
０
１
５
年
に
神
奈
川
大
学
に
採

用
さ
れ
、
現
在
は
歴
史
民
俗
学
科
の
教
員

（
専
門
は
日
本
近
現
代
史
、
琉
球
史
）
と

し
て
働
い
て
い
る
。

　
法
学
部
生
、
新
聞
記
者
か
ら
、
歴
史
教

員
と
い
う
経
歴
も
神
大
と
無
縁
で
は
な
い
。

社
会
人
に
な
っ
た
後
に
神
大
大
学
院
歴
史

民
俗
資
料
学
研
究
科
で
歴
史
民
俗
資
料
学

を
学
ん
だ
こ
と
が
、
人
生
半
ば
の
転
身
と

新
し
い
道
へ
の
切
符
と
も
な
っ
た
。

　
新
聞
社
で
、
論
説
委
員
を
し
て
い
た
こ

ろ
、
社
の
経
営
企
画
室
へ
異
動
の
声
が
か

か
っ
た
。
「
経
営
部
門
」
へ
の
誘
い
は
記
者

と
し
て
は
「
あ
が
り
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
だ

が
、
断
れ
ず
会
社
の
周
年
事
業
を
担
当
し

た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
新
し
い
沖
縄

県
立
博
物
館
・
美
術
館
の
建
設
が
進
み
、

指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
会
社
役
員
ら
を
説
得
し
、

周
年
事
業
と
し
て
指
定
管
理
者
に
名
の
り

を
あ
げ
、
県
立
博
物
館
・
美
術
館
の
運
営

に
乗
り
出
し
た
。

　
県
立
博
物
館
・
美
術
館
の
運
営
・
事
業

計
画
や
指
定
管
理
の
た
め
の
新
会
社
設
立
、

管
理
者
へ
の
応
募
、
企
画
展
示
、
館
運
営

な
ど
で
、
役
立
っ
た
の
が
歴
史
民
俗
資
料

学
研
究
科
で
学
ん
だ
経
験
だ
っ
た
。
博
物

館
・
美
術
館
の
運
営
と
企
画
や
展
示
を
通

し
て
、
仕
事
で
資
料
と
向
き
合
う
こ
と
の

楽
し
さ
、
面
白
さ
を
体
感
し
た
。
そ
の
経

験
が
歴
史
家
へ
の
道
を
後
押
し
て
く
れ
た
。

そ
し
て
、
新
し
い
道
を
進
む
そ
の
私
を
教

員
と
し
て
拾
っ
て
く
れ
た
の
が
神
大
だ
っ

た
。

　
与
え
ら
れ
た
役
割
、
仕
事
な
ど
を
こ
な

し
つ
つ
、
一
歩
踏
み
出
す
。
そ
ん
な
精
神

を
学
ん
だ
の
は
学
部
時
代
の
齋
藤
靖
夫
先

生
の
憲
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
だ
っ
た
。
ゼ
ミ
は
自

由
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
よ
く
勉
強
も
し

た
。
学
生
で
自
主
ゼ
ミ
も
開
催
し
、
多
様

な
テ
ー
マ
で
議
論
し
た
。
そ
の
時
の
人
権
、

沖
縄
や
東
ア
ジ
ア
と
の
関
係
に
対
す
る
宿

題
が
、
私
の
問
い
の
原
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
記
憶
も
あ
り
、
教
員
と
な
っ
た
現

在
も
ゼ
ミ
を
重
視
し
て
い
る
。
神
大
生
気

質
も
だ
い
ぶ
変
わ
っ
た
が
、そ
れ
で
も
「
響

く
」
学
生
が
い
る
。
ゼ
ミ
で
企
画
す
る
講

演
会
や
勉
強
会
も
確
実
に
対
応
し
て
い

く
。
た
く
ま
し
い
。
今
年
の
夏
は
ゼ
ミ
生

と
中
国
・
上
海
へ
行
っ
た
。
私
が
学
生
へ
呼

び
か
け
た
も
の
の
、
手
続
き
の
煩
わ
し
さ

に
腰
が
引
け
始
め
る
と
学
生
が
積
極
的
に

な
っ
た
。
一
歩
踏
み
出
せ
ば
、
そ
こ
に
は

学
生
だ
け
で
な
く
教
員
に
も
新
し
い
発
見

齋藤靖夫先生の憲法ゼミナールでの合宿での集合写真（1980年代半ば）

上海の東方明珠塔をバックにゼミ生と

や
出
会
い
、
成
長
が
あ
る
。

　
〈
母
校
は
人
生
の
「
母
港
」
で
も
あ
る

べ
き
だ
。
〉
学
び
直
し
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、

交
流
、
人
に
は
人
生
の
節
目
に
立
ち
寄
る

「
母
港
」
が
必
要
だ
と
、
知
人
が
語
っ
て

い
た
。
な
る
ほ
ど
だ
と
思
う
。
神
大
が
ゆ

か
り
の
人
々
の
「
母
港
」
と
も
な
る
な
ら
、

そ
の
魅
力
あ
る
場
に
は
多
く
の
人
が
集
い
、

発
展
す
る
だ
ろ
う
。
い
ま
大
学
に
い
な
が

ら
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
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い
る
。

　
ま
た
、
日
々
の
生
活
で
も
目
に
飛
び
込

ん
で
く
る
「
も
の
」
を
見
る
と
英
語
に
訳

し
、
心
の
中
で
ブ
ツ
ブ
ツ
と
い
い
な
が
ら

歩
い
て
い
る
と
、
時
々
、
す
れ
違
う
人
が

振
り
返
り
ま
す
。「
独
り
言
を
い
い
な
が

ら
歩
い
て
い
る
変
な
人
」
と
で
も
思
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
…
ね
。

　
こ
れ
を
機
会
に
改
め
て
英
語
に
挑
戦
で

す
。
ガ
ン
バ
ル
ぞ
…
。

　
ふ
と
、
目
が
覚
め
た
。
「
こ
こ
は
何ど

処こ

？
」
天
井
も
か
べ
も
白
色
に
つ
つ
ま
れ
た

個
室
で
あ
る
。
ベ
ッ
ド
の
中
だ
。
私
は
胃

に
穴
を
あ
け
、
チ
ュ
ー
ブ
で
栄
養
剤
を
注

入
さ
れ
る
人
間
な
の
だ
。
高
齢
者
を
収
容

す
る
施
設
に
い
る
。

　
私
の
部
屋
は
何ど

処こ

と
聞
く
老
婦
人
。
赤

い
帽
子
を
か
ぶ
り
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
を
片
手

に
持
ち
、
外
出
し
よ
う
と
す
る
老
婦
人
。

私
は
朝
1
キ
ロ
の
鉄
ア
レ
イ
を
持
っ
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
。
会
う
人
々
に
は
、

歩
け
て
い
い
わ
ね
と
声
を
か
け
ら
れ
る
。

こ
ろ
ば
な
い
よ
う
に
元
気
で
ね
と
、
返
事

を
す
る
。

　
こ
れ
か
ら
囲
碁
の
勉
強
だ
。
盤
面
に
向

か
い
、
パ
チ
リ
と
黒
石
を
打
つ
。
私
は
関

西
棋
院
か
ら
六
段
の
免
状
を
い
た
だ
い
た
。

毎
日
が
楽
し
い
。

　
卒
論
に
「
宇
宙
法
の
予
見
」
と
題
打
っ

投稿投稿
　
過
日
、
海
外（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
の

方
か
ら
英
文
の
メ
ー
ル
を
頂
い
た
。
翻
訳

す
る
た
め
久
し
ぶ
り
に
本
棚
か
ら
学
生
時

代
の
使
い
慣
れ
た
英
字
辞
書
を
取
り
出
し

て
悪
戦
苦
闘
で
す
。
し
ば
ら
く
英
語
に
接

し
な
か
っ
た
私
…
、
や
っ
ぱ
り
英
語
は
難

し
い
。

　
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
改
め
て
英
語
を
勉

強
す
る
た
め
、
高
校
三
年
生
の
孫
に
使
わ

な
く
な
っ
た
英
語
の
教
科
書
を
貸
し
て
ほ

し
い
と
言
う
と
、「
教
科
書
」
と
「
英
文

の
基
本
的
な
骨
組
み
」
の
本
を
届
け
て
く

れ
た
。「
六
十
歳
の
手
習
い
」で
な
く
「
八

十
七
歳
の
意
気
込
み
」
で
、
時
間
は
掛
か

り
ま
す
が
辞
書
を
片
手
に
四
苦
八
苦
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
現
役
か
ら
長
く
離
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
英
文
記
事

を
読
ん
で
も
す
ぐ
訳
せ
な
く
な
っ
た
。
加

速
度
的
に
老
化
が
進
む
自
分
を
励
ま
し
つ

つ
、
刺
激
を
求
め
て
日
常
生
活
に
英
語
文

と
接
す
る
機
会
を
多
く
持
つ
こ
と
に
し
て

英
字
辞
書
片
手
に
…

和
歌
山
県　

岡
村　

光
惟（
87
歳
）

1
9
6
1
（
昭
和
36
）年 

法
経
学
部
法
学
科
卒
業

多
く
の
卒
業
生
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
声
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

原稿を募集中
（詳細は14 頁） 卒

業
生
の

声

投稿投稿

「
私
の
願
い
を

叶
え
て
下
さ
れ
」

神
奈
川
県　

吉
見　

一
彦（
88
歳
）

１
９
５
９
（
昭
和
34
）年 

法
経
学
部
法
学
科
卒
業

　
『
宮
陵
』
No.�

73
で
同
学
会
大
連
が
あ
る

こ
と
を
知
り
、
急
に
懐
か
し
く
思
い
出
さ

れ
、
書
い
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
昭

和
7
年
（
１
９
３
２
）
生
ま
れ
で
、
大
連
は

引
き
揚
げ
ま
で
の
少
年
期
を
過
ご
し
た
私

の
故
郷
な
の
で
す
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
二
人

の
中
国
人
の
友
だ
ち
の
こ
と
で
す
。

　
父
は
満
鉄
。
私
た
ち
は
満
鉄
の
今
風
の

団
地
社
宅
ア
パ
ー
ト
住
ま
い
で
、
煉
瓦
建

て
の
2
階
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
最
初
に

知
り
合
っ
た
友
は
、
今
で
は
名
前
を
思
い

出
せ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
子
は
社
宅
の
中
の

銭
湯
ボ
イ
ラ
ー
マ
ン
の
息
子
で
す
。
き
っ
か

け
は
思
い
出
せ
ま
せ
ん
。
た
だ
私
が
あ
の

規
則
通
り
の
遊
び
し
か
し
て
く
れ
な
い
幼

稚
園
か
ら
解
放
さ
れ
、
家
へ
走
っ
て
帰
り
、

玄
関
で
待
っ
て
く
れ
て
い
る
友
と
二
人
だ
け

の
遊
び
に
入
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。〝
焼

芋
や
ご
っ
こ
〟（
子
ど
も
の
遊
び
）
な
ど
、

と
に
か
く
楽
し
く
て
仕
方
な
か
っ
た
。
中

国
語
と
日
本
語
。
二
人
は
ど
ん
な
こ
と
ば

だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
。
不
思
議
に
通
じ
て

い
た
の
で
す
。

　
母
親
た
ち
と
も
親
し
く
行
き
来
し
て
い

ま
し
た
。
小
学
校
に
入
る
段
階
と
な
り
、

そ
の
子
も
一
緒
に
入
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
中
国
人
の
学
校
に
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
規
則
だ
と
言
わ
れ
、
母
は
学

校
長
に
何
度
も
談
判
に
行
き
ま
し
た
。
で

も
駄
目
で
、
母
は
何
度
も
腹
を
立
て
て
い

投稿投稿

大
連
で
出
会
っ
た

二
人
の
友

千
葉
県　

山
本　

善
太
（
92
歳
）

１
９
５
６（
昭
和
31
）年

工
学
部
機
械
工
学
専
修
課
程
卒
業

て
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
四
宮
和
夫
先
生
か

ら
「
す
ぐ
に
拙
宅
に
来
る
よ
う
に
」
と
電

報
を
い
た
だ
い
た
。
お
伺
い
す
る
と
、
書

き
直
す
よ
う
に
と
い
わ
れ
、
「
法
の
究
極

に
あ
る
も
の
―
正
義
と
秩
序
の
調
和
」
を

書
い
て
卒
業
し
た
。

　
文
化
祭
に
は
「
教
育
は
い
か
に
あ
る
べ

き
か
」
と
の
弁
論
大
会
を
企
画
・
実
行
し
、

東
大
の
川
島
先
生
に
お
願
い
し
「
結
婚
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
し
て
頂
い
た
。

仮
装
行
列
に
は
「
日
ソ
交
渉
は
可
決
し
た

け
ど
」
と
鳩
山
一
郎
を
演
じ
た
学
生
生
活

は
楽
し
か
っ
た
。
過
ぎ
し
日
を
思
う
と
今

で
も
血
が
ぐ
つ
ぐ
つ
と
煮
え
た
ぎ
る
良
き

時
代
だ
っ
た
。

　
次
の
作
品
は
、
N
H
K
出
版
刊
「
は
が

き
名
文
コ
ン
ク
ー
ル
『
は
が
き
万
葉
コ
ン

ク
ー
ル
』
第
8
回
優
秀
作
品
」（
１
４
５
ペ
ー
ジ
）

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。

右
手
に
ナ
イ
フ
を
持
ち

左
手
に
フ
ォ
ー
ク
を
も
ち

ス
テ
ェ
ー
キ
を
く
ち
に
入
れ
る

パ
ク
リ
と
う
ま
い
！！

こ
こ
で
目
が
さ
め
た

夢
だ
っ
た

秋
の
夜
の
ゆ
め
だ
っ
た

小
生
は
経
管
栄
養
を
胃
ろ
う
チ
ュ
ー
ブ
で

満
た
し
て
生
存
し
て
い
る
者
で
す

く
ち
か
ら
食
し
た
い

く
ち
か
ら
ゴ
ク
ン
と
食
し
た
い

え
ん
下
し
た
い

一
言
主
神
社
の
神
さ
ま

私
の
願
い
を
叶か
な

え
て
下
さ
れ
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投稿投稿

昭
和
40
年
代
の

課
外
活
動

広
島
県　

中
村　

利
夫
（
77
歳
）

１
９
７
１
（
昭
和
46
）年工

学
部
応
用
化
学
科
卒
業

た
よ
う
で
す
。

　
入
学
前
、
私
た
ち
は
社
宅
か
ら
ま
た
別

の
社
宅
に
移
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二

人
の
別
れ
で
す
。
荷
物
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ

ク
を
ボ
イ
ラ
ー
マ
ン
の
家
族
た
ち
が
見
送

り
、
出
発
。
そ
の
子
が
、
ト
ラ
ッ
ク
の
後

ろ
に
く
っ
つ
い
て
見
え
な
く
な
る
ま
で
見

送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
の
あ
げ
た
三
輪

車
で
追
い
か
け
て
。

　
も
う
一
人
の
中
国
人
の
友
。

　
小
学
校
を
卒
業
し
た
の
は
、
終
戦
の
昭

和
20
年
3
月
。
4
月
に
大
連
工
業
土
木
科

入
学
。
ほ
と
ん
ど
授
業
ら
し
い
こ
と
が
な

く
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
夏
休
み
も
な
く
、

軍
事
教
練
と
勤
労
奉
仕
。
汗
と
泥
。
く
た

く
た
の
毎
日
で
し
た
。
そ
の
う
ち
、
教
室

内
で
な
ぐ
り
合
い
の
喧け
ん

嘩か

が
始
ま
っ
た
。

中
国
人
の
一
人
と
日
本
人
の
一
人
。
と
う

と
う
教
官
室
に
連
れ
て
行
か
れ
、
皆
で
心

配
し
て
待
っ
て
い
た
。
二
人
は
黙
り
こ
く
っ

て
い
た
が
、
土
木
科
担
任
の
先
生
の
計
ら

い
で
級
長
と
副
級
長
に
さ
せ
ら
れ
、
そ
れ

か
ら
級
の
面
倒
を
見
る
よ
う
に
と
命
令
さ

れ
た
。

　
そ
の
中
国
人
が
私
の
友
な
の
で
す
。
た
っ

た
4
カ
月
ほ
ど
の
短
い
間
で
し
た
。
名
前

は
覚
え
て
い
ま
す
、
王
立
仁
君
。
満
州
貴

族
の
よ
う
に
気
品
の
あ
る
顔
立
ち
で
優
し
い

の
で
す
。
机
が
近
か
っ
た
の
で
昼
食
時
、

時
々
中
国
マ
ン
ト
ウ
（
饅
頭
）
を
そ
っ
と
私

だ
け
に
差
し
入
れ
て
く
れ
、
腹
が
空
い
て

い
た
私
は
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。

　
８
月
15
日
、
作
業
中
講
堂
に
集
合
。
玉

音
放
送
は
雑
音
が
多
く
て
敗
戦
の
ラ
ジ
オ

と
は
知
ら
ず
に
帰
っ
た
。
次
の
日
、
も
ち

ろ
ん
王
君
は
い
な
か
っ
た
。

　
神
大
で
の
４
年
間
（
昭
和
42
年
か
ら
46

年
）
の
課
外
活
動
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
吹
奏
楽
部
　
体
育
館
の
入
学
式
で
出
会

い
、
校
歌
演
奏
に
感
銘
を
受
け
た
。
練
習

場
の
講
堂
に
行
っ
て
み
る
と
、
大
所
帯
で
、

大
に
ぎ
わ
い
で
あ
っ
た
。
夕
陽
の
空
で
、

時
折
聞
こ
え
る
音
に
、
心
が
和
ん
だ
。
全

国
大
会
は
、
常
連
で
、
い
つ
も
関
西
学
院

大
と
金
賞
を
争
っ
て
い
た
。

　
応
援
団
　
か
な
り
大
勢
の
団
員
が
い
て
、

応
援
が
綺
麗
で
整
っ
て
い
た
。
六
角
の
菊
の

校
章
を
あ
し
ら
っ
た
応
援
団
旗
を
風
に
な

び
か
せ
、
箱
根
駅
伝
お
よ
び
硬
式
野
球
で
、

校
歌
を
大
声
で
張
り
上
げ
て
斉
唱
し
て
い

た
。
硬
式
野
球
で
は
、
猿
の
体
に
つ
い
た

蚕
を
相
手
側
に
飛
ば
す
格
好
の
応
援
（
神

大
名
物
）
に
、
皆
の
笑
い
を
誘
っ
た
。

　

陸
上
競
技
部
　
箱
根
駅
伝
の
出
場
校
は

15
校
で
、
熾し

烈れ
つ

を
極
め
る
戦
い
が
行
わ
れ

た
。
神
大
は
2
回
ほ
ど
出
場
を
勝
ち
取
っ

た
が
、
健
闘
む
な
し
く
、
14
、
15
位
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
活
躍
は
、
い
う

ま
で
も
な
い
。

　
硬
式
野
球
部
　
今
の
横
浜
球
場
の
前
身

で
あ
る
平
和
球
場
で
、
神
奈
川
5
大
学
硬

式
野
球
の
リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
た
。
深
緑

の
木
造
の
球
場
で
、
老
朽
化
が
激
し
か
っ

た
が
、
外
野
席
は
観
客
席
が
な
く
、
美
し

い
芝
生
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
神
奈
川
5
大

学
は
、
神
奈
川
大
、
関
東
学
院
大
、
横
浜

国
立
大
、
横
浜
市
立
大
、
お
よ
び
防
衛
大

で
あ
る
。
優
勝
は
、
い
つ
も
関
東
学
院
大

と
争
っ
て
、
い
つ
も
神
大
が
優
勝
し
た
。

プ
ロ
に
も
数
名
入
っ
た
。
全
日
本
大
学
野

球
選
手
権
（
神
宮
球
場
）
に
も
出
場
し
、

日
大
な
ど
と
争
っ
た
。
本
館
1
号
館
前
か

ら
神
宮
球
場
へ
の
応
援
バ
ス
も
出
て
、
硬
式

野
球
部
の
活
躍
は
華
々
し
か
っ
た
。

投稿投稿

カ
イ
ザ
ー
先
生
の

思
い
出

神
奈
川
県　

飯
牟
禮 

成
則
（
64
歳
）

１
９
８
３
（
昭
和
58
）年

第
ニ
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

　
英
会
話
の
ロ
ー
レ
ン
・
カ
イ
ザ
ー
先
生

は
、
1
9
1
8
（
大
正
７
）
年
7
月
生
ま

れ
。
米
海
軍
士
官
学
校
を
卒
業
後
、
太
平

洋
戦
争
に
従
軍
。
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
で
日
本

人
の
貧
困
救
済
を
担
当
。
追
悼
集
に
は
、

先
生
が
手
配
し
た
ペ
ニ
シ
リ
ン
で
一
命
を
取

り
留
め
た
方
が
寄
稿
さ
れ
て
い
ま
す
。
退

役
後
は
、
英
語
教
師
と
な
り
、
陽
子
夫
人

と
結
婚
、
茅
ケ
崎
に
居
を
構
え
ま
し
た
。

　
歴
史
に
無
頓
着
な
私
は
、
先
生
か
ら
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
元
帥
や
吉
田
茂
首
相
、
白
洲
次

郎
の
お
話
を
聞
き
そ
び
れ
、
後
に
と
て
も

後
悔
し
ま
し
た
。
私
は
、
働
き
な
が
ら
夜

間
部
に
入
学
し
「
大
学
生
な
ら
英
語
話
す

べ
し
」
と
誘
わ
れ
E
S
S
に
入
部
し
ま
し

が
、当
時
先
輩
は
2
人
。
そ
こ
で
カ
イ
ザ
ー

先
生
に
お
願
い
し
、
授
業
終
了
時
に
部
員

募
集
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

先
生
に
は
、
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査

や
顧
問
を
依
頼
。
六
角
橋
の
居
酒
屋
「
松

竹
梅
」
や
「
大
洋
」
で
の
宴
会
に
も
ご
参

加
い
た
だ
き
、
お
酒
の
飲
み
比
べ
も
。
当

然
で
す
が
、
元
ア
メ
リ
カ
海
軍
司
令
官
。

学
生
が
勝
て
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
酒

席
で
焼
酎
「
蕪
村
」
を
差
し
入
れ
た
先
生

に
「
中
国
の
酒
で
す
か
」
と
尋
ね
た
私
は
、

「
君
、
英
語
の
前
に
日
本
文
化
を
勉
強
し

た
ま
え
」
と
突
っ
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
帰
国
後
、
ご
夫
婦
で
地
中
海
ク
ル
ー

ズ
を
さ
れ
て
「
私
の
名
前
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
面
白
か
っ
た
よ
」
と
年
末
の
挨
拶
状
に
書

い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
K
i
s
e
r
は
、
カ

イ
ザ
ル
・
シ
ー
ザ
ー
（
皇
帝
）
だ
っ
た
の
で

す
ね
。
先
生
は
、
2
0
0
9
（
平
成
21
）

年
9
月
16
日
91
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
先
生
と
の
思
い
出
は
、
今
も
私
た
ち

の
大
切
な
財
産
で
す
。

学生時代にカイザー先生（中央）を囲んで。前列左から2番目が筆者
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投稿投稿

神
奈
川
大
学
で

学
ん
だ
こ
と
に
感
謝

北
海
道　

白
井　

重
耀
（
87
歳
）

１
９
６
３（
昭
和
38
）年 

法
経
学
部
法
学
科
卒
業

　
私
は
高
校
時
代
に
弁
論
部
で
、
B
B
S

運
動
（
B
i
g�

B
r
o
t
h
e
r
s�

a
n
d�

S
i
s
t
e
r
s�

M
o
v
e
m
e
n
t
、
非

行
少
年
の
友
達
活
動
で
少
年
の
よ
き
兄
・

姉
と
し
て
友
達
に
な
っ
て
活
動
）
を
知
り
、

卒
業
後
、
会
社
に
勤
務
し
な
が
ら
、
B
B
S

運
動
の
会
員
に
な
り
非
行
少
年
の
友
達
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
中
学
3
年
生
と
友
達

に
な
り
ま
し
た
が
、
友
達
活
動
の
難
し
さ

を
知
り
学
習
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
正
木

亮
氏
の「
志
願
因
」
を
読
み
、
検
事
の
身

分
で
囚
人
（
受
刑
者
）
の
経
験
を
し
て
、

刑
務
所
の
改
善
を
行
っ
た
正
木
亮
氏
の
下

で
、
非
行
少
年
の
学
習
を
志
し
、
神
奈
川

大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。

　
保
育
園
を
借
り
て
学
習
塾
を
運
営
し
な

が
ら
、
大
学
で
は
刑
事
学
研
究
会
に
入
部

し
て
青
少
年
問
題
の
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

刑
務
所
や
少
年
院
、
教
護
院
（
現
在
児
童

自
立
支
援
施
設
）
な
ど
の
見
学
や
講
義
で

学
習
し
ま
し
た
。

　
3
年
に
な
り
、
正
木
教
授
の
刑
事
政
策

ゼ
ミ
で
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

正
木
ゼ
ミ
は
、
正
木
教
授
と
久
里
浜
少
年

院
で
院
生
と
の
座
談
会
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

な
ど
を
行
い
、
良
い
学
習
が
で
き
ま
し
た
。

　
刑
事
学
研
究
会
で
は
3
年
で
部
長
に
な

り
、
多
く
の
知
識
を
得
る
た
め
毎
日
、
横

浜
の
教
護
院
向
陽
学
院
（
男
子
）の
実
習
を

行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
私
は
卒
業
論
文
で
、

札
幌
の
教
護
院
向
陽
学
院
（
女
子
）の
実
態

調
査
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
認
め
ら
れ
た

の
か
、
北
海
道
中
央
児
童
相
談
所
長
か
ら
、

北
海
道
の
福
祉
職
を
受
験
で
き
、
希
望
の

児
童
相
談
所
に
勤
務
し
、
教
護
児
童
や
不

登
校
な
ど
の
指
導
を
し
な
が
ら
、
長
期
に

わ
た
り
児
童
福
祉
の
勤
務
を
し
ま
し
た
。

退
職
後
も
社
会
福
祉
専
門
学
校
の
教
員
や

不
登
校
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
で
指
導
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
希
望
あ
る
人
生
を
送
れ
た
の
は
、
大
学

で
学
習
し
た
意
義
を
感
じ
た
か
ら
で
あ

り
、
大
学
を
誇
り
に
思
っ
て
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
毎
年
、
札
幌
宮
陵
会
に
参
加
し
、

大
学
時
代
の
話
が
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

正木教授と院生の座談会（神奈川の久里浜少年院）

大学祭後の仮装行列
（刑事学研究会メンバー）

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

〈
賞
　
　品
〉

①
神
奈
川
大
学
箱
根
保
養
所

　
　
　
１
泊
２
食
付
ペ
ア
宿
泊
券
／
３
名

②
神
大
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル

　
　
　（
Ｗ
110 

㎝×

Ｈ
40 

㎝
）／
10
名

〈
応
募
方
法
〉

　
ご
希
望
の
方
は
、
は
が
き
に
希
望
の
賞
品

（
①
か
②
）、
名
前
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話

番
号
（
ま
た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）、
卒
業
年
・

学
科
、
今
号
『
宮
陵
会
報
』（
No
１
１
９
号
）
の

感
想
を
書
い
て
、

〒
２
２
１
─０
８
０
２

　
横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋
３
─27
─１

　
神
奈
川
大
学
宮
陵
会「
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
」

　
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

〈
締
め
切
り
〉

　
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
1
月
31
日
（
金
）

＝
消
印
有
効
。
当
選
者
（
抽
選
）
の
発
表
は
、

賞
品
の
発
送
（
2
月
中
旬
）を
も
っ
て
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い

　
国
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
の
情
報
や
話

題
な
ど
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
年
2
回（
8
月
と
12
月
）

発
行
の
『
宮
陵
会
報
』
や
年
1
回
発
行
の
『
宮
陵
』

（
4
月
発
行
）
で
紹
介
し
ま
す
。

神
奈
川
大
学
宮
陵
会
広
報
委
員
会

『
宮
陵
』（
No 

74
号
）の

「
卒
業
生
の
声
」の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
発
行
　
２
０
２
５
（
令
和
７
）年
４
月
中
旬

▼
体
裁
　
Ａ
４
判
、
72
ペ
ー
ジ
（
予
定
）

▼
部
数
　
６
０
、０
０
０
部

▼
字
数
　
６
０
０
字
程
度
。
テ
ー
マ
は
自
由
。

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
卒
業
年
・

学
科
、
連
絡
先
（
原
稿
の
確
認
が
必
要
な
場

合
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
携
帯
電
話
な
ど
）

を
明
記
。

▼
締
め
切
り
　２5（
令
和
７
）年
２
月
21
日（
金
）。

掲
載
分
に
は
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。
原

稿
は
一
部
手
直
し
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
送
付
先
　
〒
２
２
１
─０
８
０
２

横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋
３
─27
─１

神
奈
川
大
学
宮
陵
会

「
宮
陵
会
報
No 

74
号
」
係
。

郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル

kyuryo
u-ko

ho
u

@
kanagaw

a-u.ac.jp
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2024年度代議員選挙　代議員候補者名簿

2024年度代議員選挙　代議員候補者の公示について
　2024年 8月1日に公示いたしました代議員選挙につきまして、本委員会において代議員候補者推薦委員会による
推薦候補者並びに立候補者の届出を審査いたしました結果、201名が被選挙人の資格を満たしており、代議員候
補者として確定いたしましたところ、代議員候補者 1名が辞退されましたので、代議員候補者は200名となります。

2024年度代議員選挙　代議員当選者の確定について
　代議員候補者が定数（210名）を超えておりませんので、一般社団法人神奈川大学宮陵会代議員選任規程
第9条第2項の規定により、候補者全員の無投票当選が確定いたしました。

一般社団法人 神奈川大学宮陵会
　代議員選挙管理委員会

委 員 長  　木　内　好　信
（参考）
一般社団法人神奈川大学宮陵会代議員選任規程
第9条第2項　代議員候補者が定数を超えない場合は、投票を行わない。

代議員候補者をもって当選者とする。

番号 卒年 学科等 氏　名 勤務先等 勤務先役職等
1 昭和 35 経 磯邉　晃 （元）米国フィデュシアリトラストインターナショナル東京（株） 代表取締役社長
2 昭和 35 経 片岩　光弘
3 昭和 36 経 杉村　美智子 （元）日本鋼管（株）鶴見製鉄所
4 昭和 39 法 山本　義弘
5 昭和 39 経 黒田　勲
6 昭和 40 経 松浦　修 （元）大垣共立銀行
7 昭和 40 経 吉岡　御井子 英語講師、俳人（俳句指導） （元）香川短期大学教授
8 昭和 40 短商 花島　幸子 （元）カワイ音楽教室 講師
9 昭和 41 法 武笠　健次 （元）（学）神奈川大学
10 昭和 41 経 巽　正博 和歌山電工（株） 特別顧問
11 昭和 41 貿 高名　洽 （株）レッグズアンドハンズ 代表取締役
12 昭和 41 工経 川口　正寿 川口白鳳（株） 専務取締役
13 昭和 41 工経 和田　英雄 （元）神奈川機器工業（株）
14 昭和 42 法 小川　隆司 （元）千葉県夷隅土木事務所
15 昭和 42 法 三留　豊正 （元）茅ヶ崎市役所
16 昭和 42 法 山下　敏勝 （元）東京都教職員研修センター 教授
17 昭和 42 経 足立　堅太郎 横浜足立セミナー（自営）
18 昭和 42 経 原田　恵介 テクノサーブ（株） 代表取締役
19 昭和 42 経 藤井　洋 トーヨー（株） 代表取締役
20 昭和 43 経 岩井　志郎 （株）イワイテクニカ 会長
21 昭和 43 経 岡部　勝美 自営業
22 昭和 43 経 吉村　勝利 (元)佐世保市役所
23 昭和 43 貿 浅野　博之 三洋テクニックス（株） 取締役会長
24 昭和 43 貿 久保　清治 （元）横浜商科大学 学長・教授
25 昭和 43 貿 鈴木　弘宣 （元）川鉄商事
26 昭和 43 貿 三縄　昭男 三縄昭男公認会計士事務所 代表
27 昭和 43 工経 伊藤　正幸 （元）（株）大嶋電機製作所 取締役社長
28 昭和 44 法 伊藤　惠一 白神不動産 代表
29 昭和 44 法 齋藤　勁 (一社)勁草塾 代表理事
30 昭和 44 法 白岩　征之 税理士法人きずな会計事務所 会長　税理士
31 昭和 44 経 片山　正敏 （元）神奈川銀行 企画部長
32 昭和 44 経 鈴木　忠 （株）旭倉庫 会長
33 昭和 44 経 村上　昌弘 神職（宮司）
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番号 卒年 学科等 氏　名 勤務先等 勤務先役職等
34 昭和 45 法 大石　一二 大阪法律センター 弁護士
35 昭和 45 法 島田　武仁 （元）全国建設工事業国民健康保険組合 徳島県支部　事務局長
36 昭和 45 法 細谷　憲二 （元）中央観光(株)　 取締役会長
37 昭和 45 法 矢野　義博 （元）宮崎市 地域コーディネーター
38 昭和 45 経 今田　正紀 税理士法人コンタックス 代表社員　税理士
39 昭和 45 経 佐藤　重夫 エスエス労働問題・労務管理事務所 特定社会保険労務士
40 昭和 45 貿 飯田　敏一 不動産賃貸業
41 昭和 45 貿 淀川　了一 （元）釧路市議会 議員
42 昭和 45 機 石田　順夫 （元）国際石田商事 社長
43 昭和 45 機 粕谷　和弘 （株）和宏製作所 取締役営業部長
44 昭和 45 建 山本　俊雄 （元）神奈川大学 教員
45 昭和 46 法 藤井　俊二 創価大学 名誉教授
46 昭和 46 経 杉崎　和紀 （元）函館信用金庫 常勤理事
47 昭和 46 経 多湖　秀明 （有）大喜 代表取締役
48 昭和 46 英 原　柳作 （元）神奈川新聞社
49 昭和 47 法 春原　正三郎 （元）共和証券（株） 取締役営業本部長
50 昭和 47 法 佐々木　義廣 （元）（株）秋田魁新報社 報道部長・ニュースセンター長
51 昭和 47 経 伊藤　孝雄 （株）エフケイ・ジャパン 代表取締役
52 昭和 47 経 木谷　健一 木谷不動産 代表
53 昭和 47 貿 石田　博英
54 昭和 47 貿 川名　明徳 メイトクリニック鶴見 院長
55 昭和 47 英 泉澤　髙光 サンパックス（株） 取締役会長
56 昭和 47 機 浦　晴雄 （元）エア・ウォーター・メンテナンス（株） 代表取締役社長
57 昭和 47 電 吉野　徹 （株）エービーエム 代表取締役会長
58 昭和 47 工経 小澤　幸夫 （元）神奈川大学 工学部
59 昭和 48 法 浮田　照義 みつぎ産業（株） 代表取締役社長
60 昭和 48 法 大川井　恒夫 （元）アズフィット（株）
61 昭和 48 法 清貞　徹 （株）広研クラフト 代表取締役
62 昭和 48 法 佐藤　文一 自営業（貸家業） 代表
63 昭和 48 法 中村　久仁茂 不動産賃貸業
64 昭和 48 経 小熊　正志 (一社)長岡100歳大学大学院 常務理事兼事務局長
65 昭和 48 経 宮澤　俊次 ナチュラルコム（株） 代表取締役
66 昭和 48 経 吉田　良一
67 昭和 48 貿 木村　仁 （株）カレンズ 代表取締役
68 昭和 48 貿 熊澤　明 （元）湘南信用金庫 事務統括部事務集中課
69 昭和 48 貿 小林　二三夫 行政書士 ファイナンシャルプランナー
70 昭和 48 貿 塩塚　定雄 （元）（学）神奈川大学 事務職員(調査役)
71 昭和 48 貿 和田　志朗 （元）（株）和田商店 相談役
72 昭和 48 機 朝山　隆 （元）清水鋼鐵（株） 取締役
73 昭和 48 機 西村　治寿賀 農業／（元）鳥取県職員
74 昭和 48 機 本田　進 （元）（株）中部プラントサービス
75 昭和 48 応化 関根　康生 （同）関根技術士事務所 代表
76 昭和 48 工経 實方　誠一
77 昭和 49 法 一戸　貞壽 （元）神奈川県警察 警察学校 庶務部長
78 昭和 49 法 岩田　文明 鳥取県保護司会連合会 会長
79 昭和 49 法 桐生　秀昭 神奈川県議会 議員
80 昭和 49 法 出口　照雄 （有）出口コンサルティングオフィス／出口行政書士事務所 代表取締役/代表
81 昭和 49 経 久米　信行 （学）貞静学園／（学）鶴岡学園 監事／監事
82 昭和 49 貿 田原　清彦 独立コンサルタント　（元）近鉄エクスプレス 執行役員
83 昭和 50 法 大野　実 社会保険労務士法人大野事務所 代表社員　社会保険労務士
84 昭和 50 法 保喜　誠 （元）ナラサキ産業（株） 旭川支店　支店長
85 昭和 50 経 髙師　利之 （元）みずほ銀行
86 昭和 50 経 豊嶋　正孝 社会保険労務士法人豊嶋事務所 代表社員　社会保険労務士
87 昭和 50 貿 髙見　弘則 （元）（株）池田銀行
88 昭和 50 貿 武田　幸夫 （株）アド・リブ 会長
89 昭和 50 貿 藤田　伸哉 税理士法人大門 税理士
90 昭和 50 英 亀山　修一 バラフーズPty;Lfd. 顧問
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番号 卒年 学科等 氏　名 勤務先等 勤務先役職等
91 昭和 50 工経 篠原　政行 （元）（株）ミツバ （元）（株）中島
92 昭和 50 建 内田　青蔵 神奈川大学 建築学部特任教授
93 昭和 50 建 内村　博隆 （元）沼津市役所 企画部長
94 昭和 51 法 柴山　ひろこ （株）啓成ホーム 代表取締役
95 昭和 51 法 三宮　政俊 西湘法律事務所
96 昭和 51 機 内藤　正久 （元）京浜急行電鉄(株)
97 昭和 52 法 森川　藏 （元）綾部市立綾部中学校 校長
98 昭和 52 法 渡邊　恵子 (公社)二科会 会友
99 昭和 52 経 西原　巧 (株)ニシコウポレーション 代表取締役
100 昭和 52 英 野口　等 窓研トーヨー住器(株) 代表取締役
101 昭和 52 工経 坂本　郁夫 (学)神奈川大学／パラマウントベッド(株) 常務理事／顧問
102 昭和 53 経 内山　曜子 農業
103 昭和 53 貿 河野　雅年 (元)アルフレッサ(株)
104 昭和 53 貿 西脇　幸二 (元)日本アイ・ビー・エム(株) 次長
105 昭和 53 機 出雲　正樹
106 昭和 53 工経 田口　澄也 セレサ川崎農業協同組合 代表理事　副組合長
107 昭和 54 法 小島　弘 (元)相鉄ホールディングス(株) 常勤監査役
108 昭和 54 法 庄子　さち子 (株)ルーグ所属 シニアモデル
109 昭和 54 経 熊谷　耕史 個人事業主（Trip in real Japan)
110 昭和 54 経 前山　恒明 (元)西中国信用金庫 地区部長
111 昭和 54 応化 飯田　健一 (元)多摩市役所 社会福祉法人指導検査員
112 昭和 54 建 潮　日出夫 (株)イサミヤアールビー 代表取締役
113 昭和 55 法 髙橋　三樹夫 (元)横浜市役所
114 昭和 55 法 廣澤　一雄　 (株)八雲堂 代表取締役
115 昭和 55 経 勝俣　信行 箱根セントラル生コン(株) 代表取締役
116 昭和 55 経 加藤　幹夫 行政書士加藤綜合法務事務所 代表 行政書士
117 昭和 55 経 寺越　和洋 白山市議会 議員
118 昭和 55 経 矢澤　将良 ライフガイド希望 代表
119 昭和 55 英 立花　久稔 神田外語大学 講師
120 昭和 56 法 伊東　慎介 東亜建設工業㈱ 顧問
121 昭和 56 法 筒井　のり子 NPO法人めぐみ 介護福祉士・生活相談員
122 昭和 56 法 萩谷　恵里子 (元)(公財)水谷糖質科学振興財団 事務局長
123 昭和 56 法 萩谷　紀之 郵船ロジスティクス(株) シニア・アドバイザー
124 昭和 56 法 渡部　健二朗 江崎工業(株) 管理本部　次長
125 昭和 56 経 相神　一裕 マルクセル(株) 取締役　監査等委員
126 昭和 56 経 佐藤　武 （一社）神奈川大学宮陵会 専務理事・事務長
127 昭和 56 経 堤　省三 (株)東京商工リサーチ 監査役
128 昭和 56 電 池上　敏昭 (株)シグマ 本社省エネ推進営業開発リーダー兼唐津営業所長
129 昭和 57 貿 杉野　正 T&Sコンサルティング(株) 代表取締役
130 昭和 57 経 永和田　隆一 日本私立学校振興・共済事業団 監事
131 昭和 58 法 佐藤　正浩 クリエートメディック(株) 代表取締役会長兼社長
132 昭和 58 法 堀江　美由紀 (学)神奈川大学 図書館事務部長
133 昭和 58 経 品田　文子
134 昭和 58 貿 永田　晴彦 HIマックエンジニアーズ(株) 執行役員
135 昭和 58 西 北原　安代 フィットネスインストラクター
136 昭和 58 建 永川　武 日本下水道事業団
137 昭和 59 法 萩原　くみこ 社労士東灘合同事務所 オフィス萩原 所長
138 昭和 59 貿 松坂　宏昭 (株)アクシス 営業開発部スーパーバイザー
139 昭和 60 法 末吉　孝弘 (株)パレスホテル エグゼクティブ・オフィサー
140 昭和 60 法 三橋　英之 作新学院高等学校 教諭　吹奏楽部顧問
141 昭和 60 貿 土屋　晴男 東京広伸産業(株)
142 昭和 60 英 手塚　正 (株)中央梱包運輸 顧問
143 昭和 60 電 貞方　康伸 ＮＥＣビジネスインテリジェンス(株) プロセス改革エキスパート
144 昭和 60 建 鶴田　哲男 (株)鶴田組 代表取締役
145 昭和 60 建 山中　憲幸 (株)プランディー 建築設備企画室　室長
146 昭和 61 法 後田多　敦 神奈川大学 国際日本学部教授
147 昭和 61 建 友澤　慎一 (株)アインテック 代表取締役
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番号 卒年 学科等 氏　名 勤務先等 勤務先役職等
148 昭和 62 経 柴崎　孝志 笹田実業（株） 部長代理
149 昭和 62 経 谷本　孝幸 川崎信用金庫 特別職員
150 昭和 62 経 能重　幸夫 （学）神奈川大学
151 昭和 62 貿 新堀　史明 神奈川県議会 議員
152 昭和 62 応化 指簱　博 （福）光友会 法人本部部長
153 昭和 62 建 馬場　英吉 （株）丸孝 代表取締役
154 昭和 63 法 松本　竜郎 ティーオーエル（株）
155 昭和 63 経 河口　広行 自営業（写真撮影・タロット占い）
156 昭和 63 貿 和知　親裕 神奈川県新聞公正取引協議会 事務局長
157 平成 1 法 岡田　久美子 札幌学院大学 法学部教授
158 平成 1 経 村井　英一 家計の診断・相談室 代表／ファイナンシャルプランナー
159 平成 1 貿 新嘉喜　康治 沖縄電力（株）
160 平成 2 法 成岡　祐輔 入交トラストエナジー（株） 代表取締役社長
161 平成 3 経 岩本　善則 岩本行政書士事務所 代表
162 平成 3 経 神野　竜次 みずほ証券（株） 大阪法人部
163 平成 3 貿 春山　貴広 GLOBIZZ Corp. President
164 平成 4 経 岸村　泰征 みずほ銀行 多摩支店個人担当部長
165 平成 5 経 福澤　靖 みずほ証券（株） 執行役員エリア長
166 平成 5 貿 八ッ橋　治郎 神奈川大学 経済学部
167 平成 5 国経 川野　祐二 久留米大学 経済学部教授
168 平成 5 応化 勝又　章好 神奈川大学 入試事務部　部長
169 平成 6 法 小峰　浩 湘南信用金庫 執行役員
170 平成 6 経 平田　晶丈 （株）あおぞら銀行 法人営業統括部部長
171 平成 6 情報 村山　宏幸 （学）神奈川大学　 情報システム部部長
172 平成 6 応化 赤井　昭二 女子栄養大学 栄養学部教授
173 平成 7 法 難波　知人 （株）関東日立　北関東支社
174 平成 7 国経 金井　保憲 かない社会保険労務士事務所 代表
175 平成 9 経 小菅　貴春 （株）小菅不動産 代表取締役
176 平成 9 経 松井　晋一 ショーワテック（株） 代表取締役
177 平成 9 化学 永田　雅人 （福）富士白苑
178 平成 11 国経 矢島　俊明 （株）舞浜コーポレーション 取締役 総務部長
179 平成 11 化学 平出　功 （公財）日本分析センター 調査役
180 平成 12 国経 湯川　恵子 神奈川大学 経営学部　教授
181 平成 12.9 貿 小野田　雅一 衆議院議員塩谷立事務所 秘書
182 平成 13 法 松永　仁美
183 平成 13 経 近　聡子 （株）三奥屋 常務取締役
184 平成 13 英 古閑　千保子 オークウッド・プロパティ・マネジメント・サービス東京（有）
185 平成 14 経 舟倉　大輔 税理士法人舟倉税務会計事務所 代表社員
186 平成 15 経 棟方　久美子 横浜信用金庫
187 平成 15 貿 中村　友美 アーツアンドクラフツ（株） 人事総務部 部長
188 平成 16 国経 松田　孝一 （有）松田工務店 代表取締役
189 平成 17 貿 大塚　友広 （株）イノベーション バイスプレジデント
190 平成 17 経博前 金子　浩也 税理士法人エスケーワイ 社員
191 平成 18 中国 武井　克真 （福）伊勢崎市愛のはぐるま会
192 平成 18 法務 横山　朗 SKY総合法律事務所
193 平成 19 自治 髙嶺　徹 （学）神奈川大学 事務職員
194 平成 20.9 生物 齋藤　礼弥 神奈川工科大学 専門教育講師
195 平成 21 自治 加藤　央之 （株）物語コーポレーション 代表取締役社長
196 平成 22 生物 有益　優 東京女子医科大学 医学部病理学講座助教
197 平成 23 経 水野　千夏 （株）せん 代表取締役
198 平成 23 現ビ 棚橋　彩香 （株）テレビ静岡
199 平成 24 国経 下村　亜里紗 明治安田生命保険（相）
200 平成 25 国文 村竹　渚 全日本空輸（株） 客室訓練部所属
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ャ
ン
パ
ス

　今
年
は
、
７
月

上
旬
に
は
毛
花
が

毬
花
に
成
長
。
複

数
回
収
穫
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の

後
は
酷
暑
の
影
響

で
、
毬
花
に
育
つ

前
に
焦
げ
る
よ
う

に
枯
れ
て
し
ま
う
状
況
に
な
っ
た
た
め
、

８
月
上
旬
に
は
蔓
を
降
ろ
し
、
全
て
の
毬

花
を
収
穫
し
ま
し
た
。

コ
ン
セ
プ
ト…

友
人
と
初
め
て
乾
杯
す
る
時
に
飲

む
ビ
ー
ル

ス
タ
イ
ル…

 

Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｒ

ビ
ー
ル
名…

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｄ
　
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｗ
　
２
０
２
４

Ｍｙ
　
Ｆ
ｉｒｓ
ｔ
　
Ｌａｇ
ｅｒ
　

ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

…

ビ
ー
ル
瓶
の
イ

ラ
ス
ト
の
上
に

「
Ｃ
ｈｅｅｒｓ
！
」
の

文
字
を
入
れ
、
乾

杯
の
シ
ー
ン
を
想
起

さ
せ
る
こ
と
で
、
楽

し
さ
や
共
有
の
瞬

間
を
強
調
。
下
部

に
描
か
れ
て
い
る
客

船
と
波
の
デ
ザ
イ
ン

で
、港
町
で
あ
る
横

浜
、特
に
み
な
と
み

ら
い
地
区
を
表
現
し

ま
し
た
。

栽
培
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

栽
培
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ッッ
ププ
ホホッッッ
プププ
ホホホ

「みなとみらい秋まつり」の様子

コースター

み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の

　ま
た
、
今
年
は
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
再
認
識
し
、
経
験
値
を
上
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
学
生
が
エ
リ
ア
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

（
神
奈
川
大
学
社
会
連
携
部
調
査
役
　
小
林
敏
昭
）

横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
のコースター
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２
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Ｎ
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Ｒ
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Ｗ
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Ｎ
Ｇ
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R
E
V
O
_O
N
E
_
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